
しながわがくげい 
【今年も・・・】 

 今年も水遊びの季節がやってきました。６月１８日（水）の午後、

用務の柴田さん、田之上さん、柏葉さんの力を借りて、園庭にプール

を設置しました。すぐにも始めたかったのですが、プール開きは２３

日に予定通り行いました。プールに入ったのは雨の一日を除いて６日

間行いました。最初はシャワーの水が冷たいと言っていた子どもたち

ですが、あっという間に慣れたようで、楽しそうにシャワーを浴びて

います。初めて幼稚園のプールに入ったすみれ組の子どもたちも、怖

がることなく水遊びをしています。ばら組、まつ組の子どもたちは経

験があるためか、余裕を見せた動きをしています。 

 今年は、７月９日（水）に組み立てプールをしまいます。梅雨明け

はいつになるのかわかりませんが、暑さの厳しい日を水遊びで乗り越

えたいと思います。事故がないように目配り心配りを忘れずに、しっ

かりやっていきたいと思います。 

【七夕です】 

 子どもたちの部屋から「七夕の歌」が聞こえてきます。７月となり、幼稚園恒例の七夕飾りの出番

です。子どもたちは丁寧に笹飾りを作りました。年長は、園で笹に飾り付けをします。短冊に願い事

も書きました。「公園でいっぱい遊びたい」「リレーを頑張れますように」「沖縄に住みたい」「空を飛

び回りたい」「本物のプリンセスになれますように」「「お金持ちになれますように」「みんなと仲良く

なれますように」子どもらしい願い事がたくさんありました。年少、年中

の子どもたちには、何も書いていない短冊を渡しています。おうちで、皆

さんご一緒に願い事を書いてください。 

 今年は、アサヒ飲料から七夕プレゼントをいただきました。カルピスの

ミニボトルと家族短冊です。４日（金）にお渡しします。今年の七夕は令

和７年７月７日、７７７です。願い事がかないますように・・・・ 

 

暑い暑い・・・ 

 春夏秋冬それぞれの季節に特徴があるのが日本の四季です。しかしながら、このところの天

候をみてみると、四季を感じられなくなってきたように思えます。梅雨の時期であるのにもか

かわらず連日３０度越えの猛暑です。本園では水遊びをほぼ毎日行っていますが、場所によっ

ては水遊びを中止したり、全く行わなかったりするところも出てきています。小学校でも暑さ

対策のため水泳の授業が少なくなり、子どもたちの泳力が落ちてきたと

いうことも聞きました。園庭に日よけを３枚張り、子どもたちが暑くて

も安全に過ごせるようにしていますが、今後も別の視点から暑さ対策を

考えなければならないと思っています。これから夏休みになりますが、

子どもたちが健康で過ごしてくれることを願っています。 
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７月 指導のねらい 

 

すみれ組 

〇楽しく体を動かして水の心地よさを感じ、水遊びを十分に楽しむ。 

ば ら組 

〇自分のやりたい遊びや夏ならではの遊びを満足いくまで楽しむ。 

ま つ組 

   〇友達とのつながりを深め、互いの思いを伝えながら遊びを進める。 

 

 

講師による指導（７月） 

   器楽指導  渡辺 正明先生   まつ組 

 英語指導  ロス・ビトナー先生   ばら組 まつ組 

体育指導   櫻井 由香先生      ばら組    

                 松本 幸浩先生      ばら組 まつ組 

〇お知らせ 

   「お泊り保育について」 

本年度のお泊り保育では、昨年と同様に、ばら組の「夕涼み会」も行います。まつ組の子

どもたちと一緒にすいか割りをしたり夕飯を食べたりします。ばら組が降園した後には、園

庭で花火をします。昨年は雨でできませんでしたが、今年はどうでしょうか。当日晴れると

いいなと思っています。準備については、保護者の会の役員の皆様のご協力を

得て進めています。 

さて、今年の宿泊も、敷布団とシーツは業者からレンタルします。家に持ち

帰って洗濯等の必要はありません。詳細は園からの通知をご覧ください。 

                      

しながわがくげい  ７月 文月（ふづき、ふみつき）の俳句 

 ７月の上旬には梅雨明けするかもという情報もあります。いよいよ夏本番でしょうか。まだまだ暑さに慣れま

せんが、体調管理をしっかり行い、夏休みを迎えたいと思います。 

  青きところ シロキところや 夏の海（高浜虚子）    打水や 塀にひろがる 雲の峰（村上鬼城）  

 

  金魚売 路地深く来て 汗拭ふ（加藤楸邨）       夕立ちの 来るべき空なり 蓮の花（芥川龍之介） 

 

  清滝の 水汲みよせて ところてん（松尾芭蕉） 

 

  炎天や 蟻這ひ上がる 人の足（正岡子規） 

 

  膝の子や 線香花火に 手をたたく（小林一茶） 


